
  

一般社団法人関西イノベーションセンター 

・取り組み名称 

MUIC Kansai 

・取り組み概要 

MUIC Kansai は、観光産業をテーマに、その課題解決や活性化に意欲を持ったスタートアップ企業や

大企業、行政・DMO（観光地域づくり法人）、大学などの多様な参加者の共創によるイノベーションを促

す、会員制のイノベーション HUB です。 

MUIC Kansai では、「観光とイノベーションの新結合」をテーマに以下の機能をご提供します。 

会員企業のみならず地域・社会の観光に関するニーズにお応えし、課題解決を目指します。具体的に

は、様々な背景を持つステークホルダー同士の新しい出会いや結びつきの触媒となり、ビジネスやサービスの

創出と、その社会実装をサポートします。 

①場の提供（ファシリティ）・・・大阪・淀屋橋に約 300 坪の施設を開設。コワーキングスペースやミーテ

ィングルームに加え、共用キッチンも設置します 

②事業創造支援（課題解決プログラム）・・・観光の課題解決に資するビジネスのインキュベーション、

アクセラレーションを目的としたプログラムです。当社団法人がチームアップ、初期投資資金、実証実験

環境整備などをサポートします 

③知の集積（イベント開催）・・・観光に関するセミナー、ワークショップなどを開催します。会員や地域・

社会の声の吸い上げ、様々な背景を持つ会員同士のネットワーク形成、新しい発想・気づきをサポート

します。オープンにご参加頂けるイベントも開催します 

④新産業創出（スタートアップ支援）・・・三菱 UFJ フィナンシャル・グループの機能・ネットワークに接続

し、スタートアップ企業に対して人材面・資金面で支援します 

・未来への宣言 

国内外から多くの観光客を迎える大阪・関西万博は、観光産業の持続的な成長を実現し、関西のグロ

ーバル化のきっかけとなる大きなチャンスだと考えています。 

2025 年を 1 つのターゲットとして、観光産業に意欲のある多様な企業・団体の皆さまと共に新たなビジ

ネスやサービスの創出やその社会実装に取り組むことで、大阪・関西から日本の観光産業のイノベーションを

おこし、観光インフラ構築の一助となることを目指し、地域経済活性化に貢献します！ 

・提供できるリソース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
リソース 内容 

その他 MUIC Kansai のソフトコンテンツ（課題解決プログラムや各種イベントなど） 

フィールド MUIC Kansai のコワーキングスペース、イベントスペース、ミーティングルーム、共用キッチンなど 

ネットワーク 
・MUIC Kansai の会員企業・団体とのネットワーク 

・三菱 UFJ フィナンシャル・グループのグローバルネットワーク 

資金提供 
・課題解決プログラム採択事業に対する初期投資資金の提供 

・三菱 UFJ フィナンシャル・グループの成長産業支援施策との連携によるスタートアップ企業支援 

情報発信・PR MUIC Kansai の公式 HP や SNS を通じた情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

・創出・支援したい共創チャレンジの取り組み 

観光産業の活性化や課題解決につながるテーマに幅広く取り組みます。特に、単独または少数の企業

や団体だけでは突破することが難しい課題や、様々な地域や企業に共通する課題の解決に向けたテーマを

積極的に取り扱います。 

・新型コロナウイルス感染拡大などの社会・経済環境の変化に関するテーマ 

・インバウンド観光客のペイン（悩みの種、困りごと）を解決するインフラを先んじて構築、大阪・関西万

博の成功に貢献するテーマ 

・デジタライゼーションやデータ活用など、事業者のサービスモデルや収支バランスの改善に関するテーマ 

・観光型 MaaS や VR の活用など、観光客に対する新しい体験の提供や利便性の向上の実現に関す

るテーマ 

・オーバーツーリズムやエシカルツーリズム（観光地の環境や文化などに配慮した旅行）など、観光のサス

テナビリティに関するテーマ 

  ・今後取り組みを展開したい地域・方法 

関西地域を中心に観光産業の課題解決に向けたビジネスの社会実装を目指すと共に、共通の課題

を有する他の地域への展開にも取り組みます。 

MUIC Kansai を通じて生まれたビジネス、社会課題解決事業が、大阪・関西万博の成功はもとよ

り、レガシーとして観光産業の発展に貢献することを目指します。  

・共創していきたい方々 

観光産業の課題解決は、観光に直接携わる方だけでなく、経営の観点や他業界が持つ技術・ノウハウ

を持ち込んでこそ実現しうるものだと考えています。 

テック関連のスタートアップ企業や大学の研究シーズ、海外企業など、観光産業に意欲のある方との共

創を希望します。 

  


